
みやぎ県北高速幹線道路Ⅳ期（築館工区）の供用開始について 

宮城県が「復興支援道路」として整備を進めている「みやぎ県北高速幹線

道路」Ⅳ期（築館工区）１．７ｋｍについては，平成３１年６月９日（日）

に供用を開始します。

みやぎ県北高速幹線道路は，内陸部の東北自動車道と沿岸部の三陸自動車道を結ぶ地域高規格道路

であり，東日本大震災からの「復興支援道路」としての役割も担う重要な東西交通軸です。

このうち，国道４号築館バイパス交差点から，平成２３年度に供用を開始したⅠ期区間までの

約１．７ｋｍについては，Ⅳ期（築館
つきだて

工区）として，平成２５年度から整備を進めてきたところであ

り，平成３１年６月９日（日）に供用を開始することとしました。今回の供用により，沿岸部と内陸

部を結ぶ信頼性の高い広域道路ネットワークが形成され，栗原市中心部の交通渋滞の緩和や，県北地

域の産業・観光振興，救急医療活動への支援などに寄与することが期待されます。

また，供用済みのⅠ期区間（仮称）加倉
かく ら

交差点については，一般公募により寄せられた中から

「築館
つきだて

東
ひがし

インターチェンジ」と名称を決定しました。

○ 事業概要 

・延長・幅員  Ｌ＝１．７ｋｍ Ｗ＝６．５（８．５）ｍ 

・事業期間  平成２５年度から平成３１年度 

・事 業 費  約６９億円 

○ 供用開始日時 

・平成３１年６月９日（日）午後３時（予定）

※ みやぎ県北高速幹線道路は，歩行者，自転車，軽車両，125cc以下の二輪車
の通行を禁止しています。

○インターチェンジ名称 

・（仮称）加倉交差点 ⇒ 築館東インターチェンジ（つきだてひがし） 
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【平面図】 

【現地写真】 

○「みやぎ県北高速幹線道路」の整備効果 

東北自動車道

●平成３１年1月末撮影

１

■主要都市間のアクセス時間短縮

  県北地域の都市間連携が強化され，産業・観光・経済など各分野への効果が期待されます。（栗原市⇔登米市 8分短縮など） 

■地域産業の支援

  県内の生産拠点の連携強化や流通コストの低減などにより，沿線地域への企業立地などが期待されます。

■緊急医療の支援

  圏域の中心的医療機関である栗原中央病院や登米市民病院間の連携強化が図られます。（両病院間の搬送時間 4分短縮）

■防災道路ネットワークの構築

  大規模災害発生時等において，救助救援活動や緊急物資輸送などに有効に機能する広域道路としての効果が期待されます。

■交通渋滞の緩和・事故の軽減

  栗原市街地内を通過する交通が減少し，交通渋滞の緩和や交通量が減少することにより，交通事故の減少が期待されます。 

２

●平成３１年1月末撮影 

Ⅰ期（供用済）

３

みやぎ県北高速幹線道路 Ⅳ期（築館工区） Ｌ＝１．７ｋｍ
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県道築館登米線

１

(仮称）加倉交差点

築館東インターチェンジ

２

（仮称）栗原ＩＣ

【平成３１年６月９日供用】

萩沢前２号本線橋

至 登米至 登米

至 国道4号築館バイパス至 国道4号築館バイパス


